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都川上流付近の貝塚 

千葉市の遺跡を歩く会  

野呂、高田地域は、鹿島川・都川の上流域にあたります。縄文中期・後期の海岸線から

10～15km 以上もさかのぼった場所です。ここに野呂山田貝塚・八反目台貝塚・誉田高田

貝塚などの縄文時代の巨大な貝塚があります（図１参照）。このうち八反目台貝塚（標高

40～50ｍ）は鹿島川流域の最奥部、誉田高田貝塚（標高約 50ｍ）は都川の最奥部の貝塚で

す。なぜ、このような内陸部に大型貝塚があるのか、どのように縄文時代の人は暮らして

いたのか、遺跡を歩きながら 3000～5000 年前の千葉市に思いを馳せましょう。  

 

１． 野呂山田貝塚（主として縄文後期）   

 標高 30～40m、遺跡が面している鹿島川後背湿地の水田との比高差は 5～10m。  

 直径約 80m の馬蹄形貝塚。  

 貝層を構成する貝類は、ハマグリ、キサゴ、シオフキが主。カワニナがわずかに存在。  

 獣骨としてはシカが多く、イノシシはやや少ない。タヌキ /ウサギ /ムササビ /鳥類。  

 出土土器は縄文後期のものが多いが、縄文中期 /晩期の土器も少量出土している。  

 石鏃、石皿、スリ石、磨製石斧、打製石斧が出土している。  

 貝の構成が都川水系の貝塚と同様なことから、鹿島川に面した台地上にある遺跡だが

東京湾で貝を採取して食べていたと考えられている。縄文人は泉公園を通って都川に

行き、舟を使った。  

 多くのシカが棲み、ムササビもいる自然が千葉市にあった。  

 木の実がたくさんとれたことが、石皿 /スリ石の出土からわかる。  

 「イモ掘り」用の打製石器が出土している。  

 

２． 八反目台貝塚（縄文中期・後期）  

 標高 40～50m、鹿島川上流に存在する。  

 直径約 100m の範囲にある点在貝塚。  

 貝類はキサゴ、ハマグリが多い。野呂山田貝塚と同様、都川を利用して海に下り貝を

採取していたと考えられている。  

 打製石器、石皿、スリ石などが出土。  

 「土器塚」と呼ばれる土器破片が多量捨てられた遺構がある。  

 土器の起源の一説（参照文献：「Jomon of Japan」by Douglas M. Kenrick、1995）  

 土器の起源は、植物で作ったカゴに粘土を塗り、天日で乾燥させて作った容器。  

 この土製容器は木の実や穀類を保存するのに使用された。  

 焼成により液体の貯蔵 /加熱調理に使用可能な「土器」になることが発見された。  

 このような容器はシリアからイランにかけて出土。最古のものは 10,600 年前。  

 乾燥気候のため原型を留めて出土。日本、中国などは湿潤気候であるため未出土。 

 西アジアで最古の土器は 9,600 年前。  

 ６ヶ所で独立して土器が発生。日本 (12,000 年前 )、西アジア (9,600 年前 )、中国 (10,000

～8,500 年前 )、シベリア (12,000 年前の可能性有 )、韓国 (8,000～6,500 年前 )、南米 (6,000 年前 )。  
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３． 誉田高田貝塚（縄文後期）  ≪  図 2 参照≫  

 標高約 50m、都川上流に存在する。  

 直径約 100m の半円形貝塚。  

 貝類はキサゴが 90%を占め、ハマグリ、シオフキが多い。  

 魚類ではフナが多く、マダイ /スズキ /コチの骨も出土している。  

 貝類は都川中流域の貝塚と同様に東京湾で採取したが、魚類は淡水魚が多いのが特徴。

淡水魚が多く生息する自然があった。広い森があったため小川の水量が多く、広い沼

もあったと想像する（今から 40 年前ですら、荒屋敷支谷には湧水によるきれいな池が

いくつかあり、コイが棲息していた。小川の流域は一面水田で、水が必要な時は節を

抜いた１m 強の竹筒を地面にさすだけで水が湧出し、水が不要な時はその竹筒を引き

抜いて水田から水をひかせたとのこと。ザリガニが棲まない位、水がきれいだった）。 

 ハマグリは主として 1～2 歳のものを食べている。3 歳以上が少ないのは、誉田高田貝

塚が都川上流にあるため、運搬の効率を考え、身の量が相対的に多いものを食べたと

考えられる。  

 ハマグリの貝殻にある成長線を観察することにより、貝が何月に多く食されたかがわ

かる（図４参照）。誉田高田貝塚の貝は初夏～秋にかけて食べられた。  

 貝塚の貝層をよく観察すると、「ブロック」があることがわかる。ある一定期間に食べ

られた貝がブロックを形成したと考えられている。ブロックは土によって区切られて

いる。なぜ土が貝層にあるのか。長い間、貝が捨てられない期間に土が積もったと信

じられてきたが、最近、琵琶湖に水没した粟津貝塚の調査から、ブロックを区切るも

のはドングリのカラなどの植物の残渣が主であることがわかった（学生社発行「考古

学の最前線」参照）。  

 戦前、「貝塚は海に近い所にある」ことが常識とされ、誉田高田貝塚の近くに海岸線が

あるはずと考えられていた。ここの谷地の標高が 40m 前後であるから都川中流の貝塚

が水没してしまうでないかとの意見に対して、高田は 3000 年間で隆起したとの定性的

な推論が論じられた。昭和中期になると、測量技術と地質学が発展し、沈降 /隆起運動

が定量化され（図５参照）、ボーリング調査結果からも縄文中期～後期の海岸線は現在

の県庁から千葉市中央公園あたりにあったことがわかってきた。千葉市にある多くの

貝塚は河川の沿岸にあり、そこから舟を使って海まで出て魚介類を採取したと考えら

れるようになった。  

 

以 上  


